
祝
辞

本
日
、
こ
こ
に
、
日
本
法
律
家
協
会
創
立
七
○
周
年
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
る
に
当

た
り
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
法
律
家
協
会
は
、
昭
和
二
七
年
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
、
法
学
者
等
す
べ

て
の
法
律
家
が
集
い
、
司
法
の
発
達
、
法
曹
の
向
上
、
法
学
の
進
歩
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
今
日
ま
で
七
○
年
間
に
わ
た
り
、
多
様
な
活
動
を

通
じ
て
幾
多
の
成
果
を
挙
げ
、
司
法
界
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
・

こ
の
一
○
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
法
曹
倫
理
研
究
会
の
研
究
成
果
は
、
平
成
二
七

年
五
月
の
「
法
曹
倫
理
」
の
発
刊
と
し
て
結
実
し
、
そ
の
内
容
は
高
い
評
価
を
得
て
お

り
ま
す
。
平
成
二
九
年
に
開
催
さ
れ
た
ロ
ー
エ
イ
シ
ア
東
京
大
会
に
際
し
て
は
、
我
が

国
の
法
律
家
全
体
を
代
表
す
る
唯
一
の
機
関
と
し
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
法
律
家

と
の
交
流
に
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
機
関
誌
「
法
の
支
配
」
は
、
平
成
二

六
年
七
月
発
刊
の
第
一
七
四
号
か
ら
、
そ
の
時
々
の
関
心
に
即
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

座
談
会
と
論
稿
に
よ
り
構
成
す
る
と
い
う
「
特
集
」
方
式
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
タ
イ

ム
リ
ー
で
充
実
し
た
内
容
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
関
係
各
位
の
永
年
に

わ
た
る
御
尽
力
に
、
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
る
次
第
で
す
。

今
日
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
人
々
の
価
値
観
の
多
様
化
は
一
層
進
展
し
、
国
の

内
外
に
お
い
て
様
々
な
利
害
の
対
立
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、

法
や
司
法
に
関
わ
る
者
に
は
、
「
法
の
支
配
」
を
社
会
に
浸
透
さ
せ
、
こ
れ
を
確
固
た
る

も
の
と
す
る
た
め
の
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
も
、

「
法
の
支
配
」
の
理
念
を
社
会
に
伝
え
こ
れ
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
日
本
法
律
家
協
会
に
対
す
る
期
待
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
法
律
家
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
式
典
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
、
国

民
の
期
待
と
信
頼
に
こ
た
え
て
、
更
に
充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
か
れ
る
よ
う
念
願

い
た
し
ま
す
。

日
本
法
律
家
協
会
の
一
層
の
御
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
・

令
和
四
年
一
○
月
一
五
日

最
高
裁
判
所
長
官
戸
倉
三
郎

～


